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今
年
の
平
和
行
進
は
、
三
月
初
め
に
実
行

委
員
会
を
発
足
。
四
月
末
に
県
内
各
自
治
体

宛
に
要
請
訪
問
の
日
程
を
案
内
し
、
五
月
に

は
県
と
一
九
市
町
の
総
務
課
と
議
会
事
務

局
を
要
請
訪
問
し
て
、
平
和
行
進
ペ
ナ
ン
ト

と
「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
政
府
の
参
加

を
求
め
る
」
署
名
簿
、
被
爆
者
援
護
・
連
帯 

 

 

       

募
金
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
届
け
、
昨
年
の
意
見

広
告
の
ポ
ス
タ
ー
を
提
供
し
て
、
懇
談
し
ま

し
た
。 

三
町
長
・
三
議
長
か
ら 

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
政
府
は
参
加

を
」
の
署
名
を
い
た
だ
く 

県
内
の
行
進
は
、
六
月
六
日
か
ら
能
登
コ

ー
ス
を
開
始
し
、
一
三
日
に
富
山
ー
広
島
コ

ー
ス
（
富
山
県
境
・
九
折
で
引
継
ぎ
式
）
に

合
流
し
て
、
福
井
県
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 

〝
日
本
政
府
は
参
加
を
〟
と
訴
え
る
ペ

ナ
ン
ト
は
、
一
五
市
町
長
と
一
三
議
長
か
ら

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
自
治
体
議

長
が
ペ
ナ
ン
ト
に
署
名
し
な
い
理
由
に
、

「
核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
政
府
も
参
加

を
」
と
い
う
請
願
を
〝
日
本
政
府
が
否
決
し

て
い
る
か
ら
〟
と
い
う
の
が
い
く
つ
か
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
そ
う
い
う
中
で
の
宝
達

志
水
町
・
穴
水
町
・
中
能
登
町
の
三
町
長
、

白
山
市
・
内
灘
町
・
宝
達
志
水
町
の
三
議
長

の
署
名
は
、
実
に
重
い
も
の
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

(

平
和
行
進
石
川
県
実
行
委
員
会
事
務
局
長)

 

                              

 

石
川
県
の
平
和
行
進
レ
ポ
ー
ト 

 
 

 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
蔓
延
で
行
進
で
き
ず 

57
ヵ
所
で
街
頭
ア
ピ
ー
ル 

14
万
円
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
募
金 

 

新
井
田
義
弘 

  
1面 石川県の平和行進レポート   新井田義弘 

2面 進む要塞化 琉球孤の今     阿部 岳 

―日米軍事化のはざまでー    

3面 日本の医療崩壊をくい止める   本田  宏 

―医療提供体制の現状と改革の展望―     
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5面  小松基地爆音訴訟の戦闘機騒音調査・報告 

   F35A戦闘機の小松基地配備計画の撤回を 
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6面  白屋で見た天の川        松葉 博 

  「松元ヒロ」がやってくる      松村一成 
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能
美
市
発
行
の
冊
子 

「
能
美
も
の
が
た
り
」 

は=

筆
の
力
で
世
に
羽

ば
た
い
た
人
＝
と
し
て
和
気
町
出
身
の
加
賀
耿

二
、
本
名
・
谷
口
善
太
郎
（
一
八
九
九
年
～
一

九
七
四
年
）
を
紹
介
し
て
い
る
。
貧
苦
の
幼
少

時
代
を
味
わ
っ
た
彼
は
、
弁
護
士
を
志
し
京
都

で
就
職
す
る
が
銀
行
破
産
で
学
資
を
失
い
、
失

望
の
中
で
労
働
運
動
と
出
会
っ
た
。
一
方
、
文

学
に
目
覚
め
高
等
科
卒
業
後
、
読
書
会
で
古
典

や
文
芸
に
ふ
れ
、
執
筆
活
動
も
し
、
プ
ロ
レ
タ

リ
ア
作
家
と
し
て
花
を
開
か
せ
る
。
昭
和
三
年

に
三
・
一
五
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
後
は
病
魔
と

闘
い
な
が
ら
複
数
の
筆
名
を
使
い
分
け
て
文
章

を
書
き
続
け
、
自
伝
的
小
説
『
綿
』
な
ど
を
発

表
し
、
文
学
史
上
に
そ
の
名
を
刻
ん
だ
の
で
あ

る
。
▼
元
能
美
市
博
物
館
学
芸
員
の
方
は
、
昭

和
六
年
発
行
の
ナ
ッ
プ
八
月
号
に
掲
載
さ
れ
た

初
稿
は
、
①
記
号
で
あ
る
が
地
名
な
ど
の
記
載

が
あ
り
、
②
方
言
を
使
っ
て
リ
ア
ル
に
農
村
の

生
活
を
描
き
、
当
時
の
全
国
的
な
文
芸
誌
と
し

て
は
画
期
的
な
こ
と
と
評
価
さ
れ
た
。
方
言
を

押
し
出
し
た
演
劇
に
す
る
こ
と
を
提
案
さ
れ
て

い
る
。
▼
改
め
て
『
綿
』
を
読
み
直
し
た
。
書

か
れ
た
時
代
と
若
干
年
代
が
違
う
が
、
私
の
子

ど
も
の
頃
の
貧
困
生
活
と
重
な
っ
て
い
た
。『
谷

善
と
呼
ば
れ
た
人
』
で
は
、『
綿
』
の
あ
ら
す
じ

と
背
景
を
一
段
か
ら
五
段
ま
で
の
段
ご
と
に
解

説
。
後
世
に
残
す
べ
き
谷
善
を
知
る
本
と
し
て

お
勧
め
し
た
い
。（
平
） 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

石川県参加者（左側）から福井県参加者（右側）に「平和行進

先頭幕」を引き継ぐ（6月 24 日、福井県あわら市吉崎御坊にて） 

花 

鳥 

風 

月 

http://hikakuishikawa.com/
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「
辺
野
古
に
陸
上
自
衛
隊
」
を
常
駐 

 

二
〇
一
五
年
に
陸
上
幕
僚
長
・
岩
田
清
文

陸
将
と
在
日
米
海
兵
隊
司
令
官
・
ニ
コ
ル
ソ

ン
中
将
が
、
辺
野
古
新
基
地
に
陸
上
自
衛
隊

（
以
下 

陸
自
）
の
離
島
専
門
部
隊
「
水
陸

機
動
団
」
を
常
駐
す
る
こ
と
を
極
秘
合
意
し

て
い
た
こ
と
を
六
年
経
っ
た
今
、
沖
縄
タ
イ

ム
ス
と
共
同
通
信
の
合
同
取
材
で
明
ら
か

に
な
っ
た
。
こ
の
水
陸
機
動
団
と
は
、
「
尖

閣
有
事
」
を
念
頭
に
離
島
奪
還
を
任
務
と
し

て
二
〇
一
八
年
に
創
設
し
た
「
日
本
版
海
兵

隊
」
で
あ
る
。
現
在
は
六
五
〇
人
規
模
の
連

隊
が
二
つ
あ
り
、
二
〇
二
四
年
三
月
末
ま
で

に
三
つ
目
の
連
隊
を
長
崎
に
創
設
す
る
。 

        

陸
自
は
、
水
陸
機
動
団
の
編
成
を
検
討
し

始
め
た
二
〇
一
二
年
か
ら
連
隊
の
一
つ
を

尖
閣
に
近
い
沖
縄
に
置
く
と
決
め
て
い
た
。

陸
自
幹
部
は
、
オ
ス
プ
レ
イ
と
水
陸
両
用
車

が
使
え
て
米
海
兵
隊
と
合
同
訓
練
が
で
き

る
辺
野
古
新
基
地
は
「
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

 

一
方
、
米
海
兵
隊
が
陸
自
の
水
陸
機
動
団

を
受
け
入
れ
た
の
は
、
「
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー

ト
」
が
ほ
し
い
か
ら
だ
。
米
四
軍
の
う
ち
他

の
三
軍
は
中
枢
部
隊
が
自
衛
隊
と
同
居
し

て
い
る
。 

 

米
陸
軍
＝
陸
自
／
座
間
基
地 

米
海
軍
＝
海
自
／
横
須
賀
基
地 

米
空
軍
＝
空
自
／
横
田
基
地 

 

ニ
コ
ル
ソ
ン
氏
は
連
隊
の
一
つ
だ
け
で

な
く
、
水
陸
機
動
団
の
本
部
ご
と
辺
野
古
に

移
転
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。
沖
縄
駐
留

の
海
兵
隊
が
今
後
、
グ
ア
ム
や
ハ
ワ
イ
に
移

動
す
る
計
画
が
あ
り
、
が
ら
空
き
に
な
る
米

軍
基
地
を
自
衛
隊
に
維
持
管
理
し
て
も
ら

う
こ
と
を
想
定
し
て
お
り
、
今
後
こ
の
よ
う

に
動
く
可
能
性
が
あ
る
。 

二
〇
一
五
年
の
極
秘
合
意
と
政
府
の
反
応 

 

辺
野
古
に
陸
自
の
水
陸
機
動
団
を
常
駐

す
る
と
い
う
二
〇
一
五
年
の
極
秘
合
意
に

つ
き
、
政
府
の
反
応
は
ど
う
か
。 

 

岸
防
衛
相
は
「
正
式
合
意
で
は
な
い
」「
さ

ま
ざ
ま
な
や
り
と
り
は
あ
る
」
「
シ
ュ
ワ
ブ

内
の
陸
自
施
設
計
画
図
が
あ
っ
た
と
い
う

話
は
あ
る
」
と
答
弁
し
た
。
し
か
し
菅
首
相

は
「
従
来
よ
り
代
替
施
設
に
お
け
る
恒
常
的

な
共
同
使
用
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
。
そ
の

考
え
に
こ
れ
か
ら
も
変
更
は
な
い
」
と
虚
偽

答
弁
し
て
い
る
。
当
時
の
安
倍
政
権
中
枢
は
、

「
辺
野
古
へ
の
陸
自
施
設
計
画
の
存
在
が

広
ま
っ
た
ら
、
沖
縄
の
反
発
は
抑
え
ら
れ
な

く
な
る
」
と
述
べ
て
お
り
、
新
基
地
が
完
成

す
れ
ば
こ
の
計
画
を
推
し
進
め
よ
う
と
し

て
い
る
。 

 

辺
野
古
新
基
地
は
そ
も
そ
も
必
要
か 

 

一
九
九
六
年
の
普
天
間
返
還
合
意
か
ら
二

五
年
経
過
し
た
が
、
「
普
天
間
代
替
施
設
」

「
海
兵
隊
の
移
転
先
」
の
辺
野
古
新
基
地
は

沖
縄
県
民
の
強
力
な
反
対
運
動
に
よ
り
進

展
し
て
い
な
い
。
海
兵
隊
は
今
後
、
グ
ア
ム

や
ハ
ワ
イ
に
移
動
す
る
た
め
、
陸
自
幹
部
は

「
将
来
、
辺
野
古
は
実
質
的
に
陸
自
の
基
地

に
な
る
」
と
話
し
て
い
る
。
し
か
し
、
海
兵

隊
が
使
わ
な
い
な
ら
ば
陸
自
の
た
め
の
辺

野
古
新
基
地
は
要
ら
な
い
し
、
普
天
間
飛
行

場
の
無
条
件
返
還
も
可
能
で
あ
る
。 

基
地
の
恒
久
要
塞
化 

 

普
天
間
返
還
合
意
の
翌
年
、
一
九
九
七
年

に
政
府
が
設
計
し
た
の
は
「
海
兵
隊
用
の
撤

去
可
能
な
海
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
」
だ
っ
た
が
、

二
〇
〇
二
年
に
は
「
海
兵
隊
用
の
埋
め
立
て

基
地
」
に
設
計
変
更
し
、
今
後
、
国
際
情
勢

の
変
化
で
海
兵
隊
が
撤
去
し
て
も
「
自
衛
隊

用
の
埋
め
立
て
基
地
」
が
残
り
、
基
地
の
恒

久
要
塞
化
が
狙
わ
れ
て
い
る
。 

 

無
用
の
水
陸
機
動
団 

 

陸
自
の
水
陸
機
動
団
は
周
回
遅
れ
で
海

兵
隊
を
ま
ね
た
も
の
。
オ
ス
プ
レ
イ
は
装
甲

が
薄
く
危
険
地
帯
で
は
飛
ば
せ
な
い
。
ま
た

水
陸
両
用
車
Ａ
Ａ
Ｖ
７
は
海
上
で
は
時
速

一
三
㎞
で
あ
り
、
尖
閣
の
よ
う
な
岩
場
で
は

上
陸
で
き
な
い
致
命
的
な
欠
陥
が
あ
る
。
役

に
立
た
な
い
代
物
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ

き
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
軍
事
研
究
者
は
「
敵

前
上
陸
は
時
代
遅
れ
」
「
水
陸
機
動
団
の
発

足
は
戦
略
上
の
必
要
性
で
は
な
く
、
陸
自
の

ロ
ビ
ー
工
作
の
結
果
で
は
な
い
か
、
と
海
自

の
幹
部
た
ち
は
疑
っ
て
い
る
」
と
報
告
し
て

い
る
。 

 

辺
野
古
の
自
衛
隊
移
管
は
幻
想 

 

政
治
家
た
ち
は
「
辺
野
古
の
自
衛
隊
移
管

で
主
権
回
復
す
る
」
と
主
張
し
て
い
る
が
、

米
軍
も
自
衛
隊
も
望
ん
で
い
な
い
。
日
米
地

位
協
定
上
も
辺
野
古
の
自
衛
隊
管
理
に
は

進
む
要
塞
化 

琉
球
弧
の
今 

―
日
米
軍
事
化
の
は
ざ
ま
で
― 

沖
縄
タ
イ
ム
ス
編
集
局
次
長 

 

阿
部
岳 

 

講 演 要 旨 

オンラインで講演された

阿部岳さん 
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無
理
が
あ
る
。
あ
く
ま
で
米
軍
が
管
理
し
、

自
衛
隊
が
使
わ
せ
て
も
ら
う
形
を
想
定
し

て
い
る
。 

 

琉
球
弧
と
土
地
利
用
規
制
法 

 

米
軍
・
自
衛
隊
基
地
や
原
子
力
発
電
所
の

周
辺
、
国
境
離
島
な
ど
の
土
地
の
利
用
を
規

制
す
る
「
土
地
利
用
規
制
法
」
が
今
国
会
で

強
行
可
決
さ
れ
た
。
同
法
は
、
重
要
施
設
の

周
囲
一
㎞
や
国
境
離
島
を
「
注
視
区
域
」
に

指
定
し
、
土
地
や
建
物
の
所
有
者
の
氏
名
・

住
所
・
利
用
実
態
な
ど
を
政
府
が
調
査
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
調
査
範
囲
は
あ
い
ま

い
で
、
政
令
や
閣
議
決
定
に
委
ね
ら
れ
て
お

り
、
思
想
・
信
条
を
侵
害
さ
れ
る
懸
念
が
あ

る
。
特
に
重
要
な
施
設
の
周
辺
は
「
特
別
注

視
区
域
」
と
し
て
、
不
動
産
売
買
が
規
制
さ

れ
る
。
米
軍
基
地
が
集
中
し
、
国
境
離
島
で

も
あ
る
琉
球
弧
（
沖
縄
）
は
全
域
が
「
注
視

区
域
」
や
「
特
別
注
視
区
域
」
に
指
定
さ
れ

る
恐
れ
が
あ
る
。
土
地
利
用
規
制
法
が
施
行

さ
れ
る
と
琉
球
弧
に
最
も
大
き
な
影
響
が

あ
る
が
、
や
が
て
全
国
に
も
波
及
す
る
こ
と

は
必
至
で
あ
る
。 

 

石
川
県
で
は
自
衛
隊
小
松
基
地
、
志
賀
原

発
が
重
要
施
設
で
あ
り
、
舳
倉
島
は
有
人
離

島
地
域
と
な
る
。
原
発
周
辺
の
一
㎞
以
内
が

「
注
視
区
域
」
に
指
定
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
。 

 

つ
な
が
る
こ
と
が
大
事 

 

沖
縄
で
は
島
々
の
間
に
海
と
県
境
が
あ

り
、
市
民
も
報
道
も
孤
立
し
が
ち
だ
が
、
今

回
の
「
辺
野
古
に
陸
上
自
衛
隊
」
の
報
道
は
、

沖
縄
タ
イ
ム
ス
と
共
同
通
信
の
合
同
取
材

に
よ
る
も
の
。
沖
縄
タ
イ
ム
ス
だ
け
で
は
記

事
化
で
き
な
か
っ
た
話
を
共
同
通
信
記
者

と
連
携
し
て
報
道
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
か
ら
ま
す
ま
す
強
く
な
る
権
力
と
異
議

申
し
立
て
の
声
が
抑
え
ら
れ
る
中
、
つ
な
が

る
こ
と
が
大
事
、
束
に
な
っ
て
対
抗
す
る
活

動
方
法
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

（
ま
と
め 

非
核
・
い
し
か
わ
編
集
部
） 

◎
戦
争
を
さ
せ
な
い
石
川
の
会
が
六
月
二

六
日
、
金
沢
歌
劇
座
二
階
大
集
会
室
で
開

い
た
講
演
会
要
旨
で
す
。 

 
 
 

・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

阿
部
岳
さ
ん
の
講
演
の
後
、
金
沢
市
議

会
が
六
月
定
例
会
本
会
議
で
「
沖
縄
戦
戦

没
者
の
遺
骨
混
入
土
砂
を
埋
立
て
に
使
用

し
な
い
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
を
全
会

一
致
で
可
決
し
た
こ
と
や
珠
洲
市
在
住
の

坂
本
菜
の
花
さ
ん
（
二
一
歳
）
ら
が
珠
洲

市
議
会
に
請
願
書
を
提
出
し
た
こ
と
な
ど
、

沖
縄
テ
レ
ビ
の
報
道
も
紹
介
さ
れ
、
沖
縄

と
石
川
の
エ
ー
ル
交
換
の
場
に
な
り
ま
し

た
。 

   

       

 

 

か
ね
て
よ
り
「
日
本
の
医
療
崩
壊
」
の
危

機
を
新
聞
や
テ
レ
ビ
を
通
じ
て
訴
え
て
こ

ら
れ
た
本
田
宏
氏
は
、
こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
禍

が
日
本
が
変
わ
る
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
か
も

し
れ
な
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
一
六
〇
〇
回
の
講
演
を
重
ね
、
こ
の
日
本

で
社
会
保
障
を
改
善
さ
せ
る
こ
と
の
難
し

さ
を
実
感
し
て
い
る
氏
の
、
率
直
な
思
い
で

あ
る
。 

新
型
コ
ロ
ナ
で
活
躍
し
て
い
る
公
立
公

的
病
院
も
、
国
は
再
編
統
合
を
見
直
し
し
よ

う
と
し
て
い
な
い
。
補
助
金
ま
で
付
け
て
推

し
進
め
よ
う
と
す
る
再
編
統
合
の
理
由
が
、

医
師
不
足
と
赤
字
。
こ
れ
ら
は
ど
ち
ら
も
国

が
招
い
た
こ
と
。 

       

こ
れ
が
一
般
の
人
に
は
な
か
な
か
伝
わ

ら
な
い
。
む
し
ろ
病
院
の
赤
字
は
努
力
不
足

だ
と
い
う
ふ
う
に
誤
解
し
て
い
る
人
が
多

い
。
こ
の
四
〇
年
の
間
に
日
本
の
感
染
症
ベ

ッ
ド
は
八
分
の
一
、
保
健
所
は
ほ
ぼ
半
減
し

た
。
そ
し
て
こ
れ
を
理
由
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の

拡
充
も
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
不
思

議
な
こ
と
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
だ
け
は

毎
日
や
る
。
も
う
訳
が
わ
か
ら
な
い
状
況
だ

と
嘆
い
た
。 

 

社
会
の
現
実
を
見
極
め
る
ポ
イ
ン
ト 

社
会
の
現
実
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
る

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
四
つ
の
点
を
示
さ
れ
た
。

ま
ず
①
物
事
の
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
。

医
療
と
か
社
会
保
障
だ
け
じ
ゃ
な
く
、
年
金

や
介
護
、
経
済
。
こ
の
全
体
像
を
見
な
い
と

日
本
と
い
う
国
が
見
え
て
こ
な
い
。
そ
し
て

②
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
と
比
較
す

る
こ
と
。
も
し
新
型
コ
ロ
ナ
が
日
本
だ
け
で

起
こ
っ
た
こ
と
な
ら
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
が
少

な
い
の
は
お
か
し
い
な
ん
て
こ
と
は
誰
も

気
づ
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
今
の
日
本
は
一

 
 

日
本
の
医
療
崩
壊
を
く
い
止
め
る 

 
 
 

医
療
提
供
体
制
の
現
状
と
改
革
の
展
望 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
医
療
制
度
研
究
会
副
理
事
長 

 

本
田 

宏 
 

講演要旨 

オンラインで講演された

本田宏さん 
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朝
一
夕
に
で
き
た
わ
け
じ
ゃ
な
く
、
③
歴
史

を
し
っ
か
り
検
証
す
る
こ
と
。
歴
史
的
な
背

景
も
見
な
い
と
日
本
は
見
え
て
こ
な
い
。
逆

に
こ
れ
が
見
え
な
い
と
、
今
後
日
本
が
ど
こ

に
向
か
っ
て
進
む
か
と
い
う
こ
と
を
想
像

し
に
く
い
と
述
べ
た
。 

 

そ
し
て
④
「F

o
llo

w
 th

e
 M

o
n

e
y

」
。
政

治
が
何
か
や
り
た
い
と
き
に
は
、
一
体
だ
れ

が
得
を
す
る
か
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。 

 

何
か
国
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き 

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、
辺
野
古
新
基
地
、
原
発

再
稼
働
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
、
憲
法
改
正
な
ど
。

何
か
国
が
や
ろ
う
と
し
て
い
る
と
き
に
は
、

そ
れ
に
付
随
し
て
金
が
動
い
て
い
る
と
考

え
る
。
例
え
ば
、
辺
野
古
の
軟
弱
地
盤
に
杭

を
何
本
も
打
ち
込
ん
で
、
「
勿
体
な
い
」
と

い
う
意
識
で
は
ダ
メ
。
あ
れ
は
誰
か
の
懐
に

入
っ
て
い
る
と
み
る
視
点
が
大
事
だ
と
指

摘
し
た
。 

 

高
齢
化
に
よ
っ
て
各
国
は
医
療
費
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
上
が
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

日
本
は
こ
れ
ま
で
抑
制
を
維
持
し
て
き
た
。

そ
れ
は
日
本
の
医
療
費
が
公
定
価
格
で
決

め
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
と
指
摘
。
年
々

消
費
者
物
価
や
賃
金
が
上
が
っ
て
も
、
公
定

価
格
で
あ
る
診
療
報
酬
は
据
え
置
き
の
ま

ま
で
あ
る
こ
と
を
デ
ー
タ
で
示
さ
れ
た
。
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
世
界
で
は
医
療

は
無
料
が
当
た
り
前
。
一
九
九
五
年
に
厚
労

省
は
二
〇
二
五
年
に
医
療
費
が
一
四
一
兆

円
に
な
る
と
予
測
し
た
。
次
の
年
は
一
〇
一

兆
円
。
高
く
見
積
も
り
な
が
ら
、
ど
ん
ど
ん

抑
制
し
て
い
く
。
今
は
医
療
費
四
〇
数
兆
円
。

こ
れ
だ
け
間
違
っ
て
い
て
も
誰
も
責
任
を

問
わ
れ
な
い
。
薄
利
多
売
を
し
な
い
と
い
け

な
い
の
が
日
本
の
医
療
の
現
実
で
あ
る
。
低

い
手
術
料
で
世
界
一
高
い
薬
や
検
査
機
器

を
購
入
し
て
い
る
。
こ
れ
で
は
病
院
が
黒
字

に
な
る
わ
け
が
な
い
。 

 

日
本
は
ベ
ッ
ド
当
た
り
の
医
師
、
看
護
師

数
が
少
な
い
。
よ
く
日
本
は
ベ
ッ
ド
数
が
世

界
一
多
い
と
い
う
非
難
に
も
似
た
評
価
が

あ
る
が
、
こ
れ
は
精
神
科
も
入
っ
た
数
字
だ

と
い
う
こ
と
。
実
は
Ｉ
Ｃ
Ｕ
重
症
者
を
診
る

ベ
ッ
ド
が
お
隣
の
韓
国
よ
り
少
な
い
。
だ
か

ら
重
症
者
対
応
が
必
要
な
新
型
コ
ロ
ナ
で

は
す
ぐ
に
ひ
っ
迫
状
態
に
な
る
。 

 

そ
し
て
医
師
数
は
Ｏ
E
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
平

均
よ
り
一
三
万
人
足
り
な
い
。
日
本
は
世
界

一
の
高
齢
社
会
だ
か
ら
、
平
均
よ
り
上
に
な

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
。
許
せ
な
い
の
は
こ

の
一
三
万
人
不
足
し
て
い
る
日
本
で
二
〇

二
三
年
に
は
医
学
部
定
員
を
減
ら
す
と
い

う
こ
と
。
感
染
症
専
門
医
は
一
〇
年
前
か
ら

足
り
て
い
な
い
。
今
で
も
一
五
〇
〇
人
も
足

り
な
い
。 

  

日
本
と
海
外
の
教
育
の
違
い
と
そ
の
重

要
性 

 

ま
た
本
田
氏
は
、
日
本
の
投
票
率
の
低
さ

を
グ
ラ
フ
で
示
し
、
今
の
教
育
に
大
き
な
問

題
が
あ
る
と
指
摘
し
た
。
日
本
の
学
校
で
は

暗
記
、
苦
手
、
制
服
、
規
則
、
団
体
行
動
の

五
つ
の
押
し
付
け
で
「
考
え
さ
せ
な
い
」
人

間
を
生
み
出
し
て
い
る
と
指
摘
。
か
た
や
ド

イ
ツ
で
は
小
学
生
に
デ
モ
の
手
法
を
教
え
、

ナ
チ
ス
の
反
省
か
ら
政
治
教
育
に
力
が
注

が
れ
て
い
る
こ
と
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
模

擬
投
票
を
学
校
で
教
え
、
す
べ
て
の
世
代
で

投
票
率
が
八
〇
％
以
上
で
あ
る
こ
と
。
デ
ン

マ
ー
ク
で
は
一
八
歳
以
上
は
国
に
扶
養
義

務
が
移
り
、
学
業
に
専
念
す
る
た
め
の
給
付

型
奨
学
金
が
支
給
さ
れ
、
も
ち
ろ
ん
学
費
は

無
料
で
あ
る
こ
と
。
人
々
が
「
助
け
合
う
こ

と
」
が
最
も
大
切
な
こ
と
と
い
う
価
値
観
が

醸
成
さ
れ
て
い
る
決
定
的
な
違
い
。
そ
れ
に

対
し
て
、
日
本
の
学
生
は
ア
ル
バ
イ
ト
が
本

分
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
競
争
が

強
い
ら
れ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
人
生

を
楽
し
む
た
め
に
働
く
」
日
本
は
ど
う
か
。

労
働
そ
れ
自
体
が
目
的
化
し
て
い
な
い
か
。

日
本
と
海
外
の
教
育
の
違
い
と
そ
の
重
要

性
が
よ
く
理
解
で
き
た
。 

  

伝
え
方
、
見
せ
方
の
工
夫
も
し
な
が
ら 

最
後
に
、
司
法
や
政
治
、
国
民
の
考
え
を

変
え
る
の
は
残
念
な
が
ら
難
し
い
と
思
う

と
述
べ
、
「
お
金
も
名
も
残
せ
な
い
が
、
や

っ
ぱ
り
人
を
残
さ
な
い
」
と
思
い
、
若
い
世

代
に
伝
え
て
い
く
こ
と
に
力
を
い
れ
て
い

る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
か
な
か
若
い
世

代
と
話
す
機
会
が
少
な
い
が
、
チ
ャ
ン
ス
を

と
ら
え
て
、
若
い
人
に
も
飽
き
さ
せ
な
い
よ

う
に
、
楽
し
く
ダ
ジ
ャ
レ
も
交
え
て
伝
え
て

い
く
こ
と
も
大
事
だ
と
思
う
と
九
〇
分
間

の
講
演
を
締
め
く
く
っ
た
。 

 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

日
本
の
厳
し
い
現
実
に
だ
け
向
き
合
う

と
暗
い
気
分
に
な
っ
て
し
ま
う
。
し
か
し
、

人
に
伝
え
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
認
識

し
、
伝
え
方
、
見
せ
方
の
工
夫
も
し
な
が
ら
、

後
世
に
「
人
を
残
す
」
こ
と
に
展
望
を
持
ち
、

あ
き
ら
め
ず
働
き
か
け
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
感
じ
た
。
と
に
か
く
、
終
始
笑

い
の
絶
え
な
い
楽
し
く
実
り
あ
る
講
演
で

あ
っ
た
。 

（
ま
と
め 

石
川
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
事
務
局
長 

藤
牧
圭
介
） 

◎
六
月
一
九
日
、
石
川
県
地
場
産
業
振
興
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
石
川
県
社
会
保
障
推

進
協
議
会
・
総
会
記
念
講
演
の
要
旨
で
す
。 

       

全
国
の
会
ニ
ュ
ー
ス
購
読
者
の
皆
さ
ん
へ 

非
核
の
政
府
を
求
め
る
会
ニ
ュ
ー
ス
は

七
月
・
八
月
は
合
併
号
で
あ
り
、
次
号
の

会
報
「
非
核
・
い
し
か
わ
」
八
月
号
と
一

緒
に
お
送
り
し
ま
す
。 
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五
月
二
四
日
か
ら
二
八
日
ま
で
、
小
松
基

地
爆
音
訴
訟
戦
闘
機
騒
音
調
査
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
県
平
和
委
員
会
は
、
小
松
市

民
セ
ン
タ
ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
横
の
調
査
地

点
を
担
当
し
ま
し
た
。 

戦
闘
機
は
七
時
四
五
分
頃
か
ら
飛
び
始

め
る
の
で
、
七
時
三
〇
分
ま
で
に
は
テ
ン
ト

張
り
や
測
定
器
設
定
を
完
了
さ
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
調
査
は
夕
方
一
八
時
ま
で

で
す
が
、
夜
間
訓
練
日
に
は
二
〇
時
ま
で
調

査
を
続
け
ま
す
。 

 

 

  

    

 

戦
闘
機
の
音
が
聞
こ
え
て
く
る
と
、
緊
張

が
走
り
ま
す
。
音
の
大
き
さ
は
測
定
器
に
記

録
さ
れ
ま
す
が
、
機
種
や
機
数
、
飛
行
コ
ー

ス
は
目
視
で
確
認
・
記
録
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
立
て
続
け
に
三
機
、
四
機
と
飛
ん
で

来
る
の
で
、
一
機
ご
と
音
の
大
き
さ
も
含
め

て
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。 

今
回
は
、
風
向
き
の
関
係
で
担
当
地
点
は

着
陸
が
中
心
で
し
た
。
着
陸
の
た
め
に
上
空

を
通
過
し
て
い
く
際
に
、
九
〇
・
〇
デ
シ
ベ

ル
を
超
え
る
こ
と
も
多
く
、
二
四
日
一
二
時

三
五
分
に
九
七
・
八
デ
シ
ベ
ル
、
二
六
日
一

四
時
一
九
分
に
は
九
九
・
〇
デ
シ
ベ
ル
を
記

録
。
二
七
日
七
時
四
七
分
に
離
陸
機
の
一
〇

一
・
二
デ
シ
ベ
ル
の
音
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
凄
ま
じ
い
音
を
、
ぜ
ひ
一
度
体
験
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。 

 

今
回
、
百
里
基
地
の
Ｆ
２
戦
闘
機
や
那
覇

基
地
の
Ｆ
１
５
戦
闘
機
が
小
松
基
地
の
戦

闘
機
に
混
じ
っ
て
訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い

る
の
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
小
松
基
地
は
外

来
機
も
多
く
、
騒
音
の
ひ
ど
さ
の
要
因
の
ひ

と
つ
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・ 

Ｆ
３
５
Ａ
戦
闘
機
の
小
松
基
地

配
備
計
画
の
撤
回
を
求
め
て
関

係
自
治
体
に
申
し
入
れ 

 
 
 
 
 
 

石
川
県
平
和
委
員
会 

 

近
畿
中
部
防
衛
局
が
、
四
年
後
か
ら
最
新

鋭
の
Ｆ
３
５
Ａ
戦
闘
機
を
小
松
基
地
に
配

備
す
る
計
画
を
、
関
係
自
治
体
に
伝
え
た
と

報
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

古
く
な
っ
た
車
か
ら
新
し
い
車
に
乗
り

換
え
る
と
い
う
単
純
な
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
配
備
計
画
に
つ
い
て
三
つ
の
問
題

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

第
一
に
、
米
国
防
総
省
運
用
試
験
評
価
局

二
〇
二
〇
年
度
年
次
報
告
で
は
、
昨
年
一
〇

月
二
日
現
在
で
八
七
一
件
の
欠
陥
が
残
さ

れ
て
お
り
、
う
ち
一
〇
件
は
作
戦
の
有
効
性

や
安
全
性
に
影
響
を
与
え
る
「
カ
テ
ゴ
リ
ー

１
」
に
分
類
さ
れ
る
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

米
軍
事
専
門
紙
「
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
・
ニ
ュ
ー

ス
」
（
電
子
版
）
は
、
昨
年
六
月
一
二
日
付

で
、
「
操
縦
席
内
の
気
圧
が
急
変
し
、
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
障
害
を
及
ぼ
す
」
と
指
摘
。
防
衛

省
も
そ
の
こ
と
を
認
識
し
て
い
て
、
近
畿
中

部
防
衛
局
の
説
明
で
は
、
「
ア
メ
リ
カ
か
ら

課
題
リ
ス
ト
を
得
て
、
飛
行
の
安
全
に
影
響

す
る
問
題
は
な
い
と
確
認
し
た
」
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
に
問
題
な
い
と

確
認
し
た
の
か
ま
っ
た
く
説
明
が
あ
り
ま

せ
ん
。 

二
〇
一
九
年
四
月
に
起
き
た
航
空
自
衛

隊
Ｆ
３
５
Ａ
の
青
森
県
沖
墜
落
事
故
で
、
防

衛
省
報
告
は
、
エ
ン
ジ
ン
制
御
、
操
縦
、
電

気
系
統
等
の
不
具
合
に
つ
い
て
「
完
全
に
は

否
定
で
き
な
い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。 

Ｆ
３
５
Ａ
戦
闘
機
は
欠
陥
機
と
の
指
摘

も
あ
り
、
配
備
は
住
民
や
パ
イ
ロ
ッ
ト
を
危

険
に
さ
ら
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

第
二
に
、
Ｆ
３
５
戦
闘
機
は
小
型
で
単
発

で
す
が
、
大
型
で
双
発
の
Ｆ
１
５
戦
闘
機
と

比
べ
て
約
五
ト
ン
軽
い
だ
け
で
、
同
じ
小
型

で
単
発
の
Ｆ
２
戦
闘
機
よ
り
も
約
一
〇
ト

ン
も
重
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

Ｆ
３
５
戦
闘
機
の
エ
ン
ジ
ン
は
、
戦
闘
機
用

と
し
て
は
最
大
級
の
推
力
で
、
そ
の
推
力
は

双
発
機
に
匹
敵
す
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま

す
。 「

小
松
基
地
周
辺
の
騒
音
対
策
に
関
す

る
基
本
協
定
」
で
は
、
国
は
「
騒
音
を
発
生

源
で
防
止
す
る
た
め
、
器
材
の
改
良
を
心
掛

小
松
基
地
爆
音
訴
訟
の
戦
闘
機
騒
音
調
査
・
報
告 

石
川
県
平
和
委
員
会
事
務
局
長 

 

柴
原
和
美 

 送電線すぐ近くを通過 

騒
音
調
査
の
設
営
完
了 
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け
る
」
と
約
束
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
松

基
地
爆
音
訴
訟
高
裁
判
決
は
、
「
戦
闘
機
騒

音
は
受
忍
限
度
を
超
え
る
」
と
述
べ
て
い
ま

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
強
力
な
エ
ン
ジ
ン

の
Ｆ
３
５
Ａ
戦
闘
機
の
配
備
は
、
騒
音
被
害

拡
大
に
繋
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。 

 

第
三
に
、
Ｆ
３
５
Ａ
戦
闘
機
は､

Ｆ
１
５

戦
闘
機
と
は
異
な
り
、
精
密
誘
導
爆
弾
や
長

射
程
の
ス
タ
ン
ド
オ
フ
ミ
サ
イ
ル
等
で
対

地
・
対
艦
攻
撃
任
務
も
こ
な
す
多
任
務
戦
闘

機
（
攻
撃
機
）
で
す
。
Ｆ
３
５
Ａ
戦
闘
機
配

備
は
、
小
松
基
地
が
「
対
領
空
侵
犯
措
置
任

務
の
基
地
」
か
ら
敵
基
地
攻
撃
能
力
を
持
つ

「
攻
撃
基
地
」
に
変
質
す
る
こ
と
を
意
味
し
、

周
辺
諸
国
と
の
緊
張
拡
大
を
う
む
こ
と
に

な
り
ま
す
。 

Ｆ
３
５
Ａ
の
配
備
は
、
到
底
認
め
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
平
和
委
員
会
は
、

関
係
自
治
体
に
配
備
計
画
撤
回
を
防
衛
省

に
求
め
る
よ
う
申
し
入
れ
を
お
こ
な
う
と

と
も
に
、
住
民
説
明
会
の
開
催
を
求
め
て
い

ま
す
。
ま
た
、
現
地
で
の
学
習
会
の
開
催
、

チ
ラ
シ
な
ど
の
宣
伝
を
実
施
し
、
配
備
計
画

撤
回
運
動
を
組
織
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

非
核
石
川
の
会
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

 

白
屋
で
見
た
天
の
川 

松
葉 

博  
私
の
両
親
の
田
舎
は
、
奈
良
県
吉
野
郡
川

上
村
白
屋
と
い
う
山
地
の
集
落
で
あ
る
。
山

を
切
り
開
い
て
作
ら
れ
た
家
屋
一
軒
一
軒

は
棚
田
の
よ
う
な
平
地
に
建
て
ら
れ
て
い

る
。
集
落
の
通
路
は
、
す
べ
て
狭
い
急
な
坂

道
に
な
っ
て
い
た
。 

私
は
京
都
に
住
ん
で
い
た
が
、
小
さ
い
頃

か
ら
、
夏
休
み
と
冬
休
み
期
間
中
白
屋
で
過

ご
し
た
。
水
は
山
か
ら
清
流
を
引
い
て
い
た
。

夏
に
は
ス
イ
カ
を
冷
や
し
た
。
煮
炊
き
は
か

ま
ど
を
使
っ
て
い
た
。
風
呂
は
五
右
衛
門
風

呂
。
薪
を
燃
や
す
の
が
面
白
く
て
、
竹
で
作

っ
た
火
吹
き
棒
で
毎
日
お
湯
を
沸
か
し
た
。 

親
戚
の
い
と
こ
達
も
集
ま
り
、
毎
日
に
ぎ

や
か
に
遊
ん
だ
。
夏
に
は
、
集
落
の
下
に
流

れ
る
吉
野
川
で
泳
い
だ
。
水
は
冷
た
く
少
し

泳
い
で
い
る
と
唇
が
真
っ
青
に
な
っ
た
。
大

人
は
ア
ユ
を
釣
り
、
子
ど
も
は
ウ
グ
イ
を
と

っ
た
。
ウ
グ
イ
は
岩
の
下
に
隠
れ
て
い
た
。

簡
単
な
モ
リ
を
作
り
、
岩
の
下
に
も
ぐ
っ
て

突
い
た
。
子
ど
も
で
も
簡
単
に
捕
れ
た
。
夕

食
に
は
そ
う
し
た
焼
き
魚
が
並
ん
だ
。 

中
学
二
年
生
の
夏
の
宿
題
で
、
山
中
で
採

取
し
た
シ
ダ
植
物
を
集
め
、
押
し
葉
標
本
を

作
っ
た
。
そ
れ
が
賞
を
取
り
、
府
立
植
物
園

に
展
示
さ
れ
た
。 

夜
空
に
は
、
た
く
さ
ん
の
星
が
見
え
た
。

ま
さ
に
満
天
の
星
。
そ
こ
に
い
つ
も
白
く
光

り
輝
く
長
い
雲
が
見
え
た
。
「
い
っ
た
い
何

の
雲
だ
ろ
う
？
」
と
不
思
議
で
あ
っ
た
。
大

き
く
な
っ
て
天
の
川
だ
と
知
っ
た
。 

そ
の
白
屋
の
集
落
は
、
今
は
な
い
。
近
く

に
大
滝
ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
二
〇
〇
三
年
大

規
模
な
地
滑
り
が
発
生
し
た
。
子
供
の
頃

「
大
滝
ダ
ム
建
設
絶
対
反
対
！
」
の
看
板
が

あ
ち
こ
ち
に
あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
地

元
の
人
た
ち
は
、
地
盤
が
弱
い
こ
と
を
知
っ

て
反
対
運
動
を
し
て
い
た
の
だ
。
白
屋
地
区

の
住
民
は
全
員
立
ち
退
き
を
余
儀
な
く
さ

れ
た
。
両
親
が
住
ん
で
い
た
家
屋
も
取
り
潰

さ
れ
た
。
集
落
に
は
、
先
祖
の
お
墓
と
石
垣

だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
川
は
ダ
ム
湖
と
な
り
、

ア
ユ
釣
り
も
ウ
グ
イ
突
き
も
で
き
な
く
な

っ
た
。 

今
、
白
屋
地
区
は
あ
の
美
し
い
星
と
天
の

川
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
ス
ポ
ッ
ト
に
な

っ
て
い
る
。 

「
松
元
ヒ
ロ
」
が
や
っ
て
く
る 

松
村 

一
成 

 

い
し
か
わ
県
民
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の

三
〇
周
年
記
念
行
事
に
「
松
元
ヒ
ロ
」
を
お

呼
び
し
て
「
ソ
ロ
ラ
イ
ブ
」
を
行
い
ま
す
。

九
月
二
五
日
（
土
）
午
後
一
時
半
か
ら
石
川

県
女
性
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
、

こ
の
人
を
呼
ぶ
の
か
。
そ
れ
は
、
言
い
た
い

こ
と
を
奥
歯
挟
ま
な
い
で
ス
カ
ッ
と
言
う

芸
人
だ
か
ら
だ
。
正
月
早
朝
に
、
石
川
テ
レ

ビ
で
、
鹿
児
島
テ
レ
ビ
が
制
作
し
た
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
「
テ
レ
ビ
に
出
な
い
芸
人
」
が

放
映
さ
れ
た
。
松
元
ヒ
ロ
を
追
っ
か
け
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ
。
言
い
た
い
こ
と
を
た

だ
言
う
の
で
な
く
、
笑
い
を
通
し
て
表
現
す

る
芸
人
だ
。 

 
 

お
か
し
い
こ
と
は
政
治
家
だ
ろ
う
と
何

で
あ
ろ
う
と
、
痛
烈
に
コ
メ
ン
ト
し
た
り
、

笑
い
に
し
た
り
、
ま
さ
に
涙
あ
り
、
笑
い
あ

り
の
芸
で
あ
る
。
と
く
に
「
憲
法
く
ん
」
は

圧
巻
だ
。
彼
の
台
詞
に
『
「
ど
う
し
て
私
を

変
え
る
ん
で
す
か
っ
て
聞
い
た
ら
、
現
実
に

合
わ
な
い
か
ら
っ
て
言
わ
れ
た
ん
で
す
よ
。

で
も
現
実
を
理
想
に
近
づ
け
る
よ
う
に
努

力
す
る
ん
じ
ゃ
な
か
っ
た
で
す
か
」
。
そ
し

て
「
こ
れ
が
私
の
理
想
で
す
よ
ね
」
と
、
憲

法
の
前
文
を
「
日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙

さ
れ
た
～
」
っ
て
ず
っ
と
話
す
ん
で
す
。
』

と
あ
る
。
日
本
国
憲
法
を
通
じ
て
、
今
の
世

F35A 戦闘機の JAM 発射 

Senntouki  
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の
中
の
矛
盾
を
原
点
に
返
っ
て
表
現
し
て

く
れ
る
。
「
そ
う
だ
、
そ
の
通
り
だ
」
と
聞

く
私
た
ち
に
、
憲
法
の
大
切
さ
を
気
づ
か
せ

て
く
れ
る
。 

 

 

「
忖
度
だ
」「
時
代
に
合
わ
せ
ろ
」「
そ
ん

な
も
の
だ
」
な
ど
が
は
び
こ
る
今
に
、
今
こ

そ
憲
法
が
保
障
し
て
い
る
思
想
信
条
の
自

由
や
表
現
の
自
由
が
大
切
だ
と
彼
は
教
え

て
く
れ
る
。
ま
た
、
前
座
と
し
て
、
い
し
か

わ
県
民
教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
が
三
〇
年
大

切
に
し
て
き
た
教
育
を
模
擬
授
業
と
い
う

形
で
表
現
し
ま
す
。
ぜ
ひ
、
九
月
二
五
日
（
土
）

は
、
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
笑
っ
て
く
だ
さ

い
。
元
気
も
ら
え
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。 

 

 

詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

 

 

う
つ
ろ
い 

若
松
き
ぬ
え 

啓
蟄
が
過
ぎ 

穀
雨
が
過
ぎ
る
と 

園
芸
コ
ー
ナ
ー
に 

人
が
集
ま
る 

花
の
苗
や 

野
菜
の
苗
が 

瑞
々
し
く
生
き
生
き
と 

立
ち
並
び 

茎
の
太
い
艶
の
良
い
苗
を
選
ぶ 

ミ
ニ
ト
マ
ト
・
ナ
ス
・
ピ
ー
マ
ン
は 

プ
ラ
ン
タ
ー
に 

何
度
と
な
く 

そ
の
人
込
み
に
紛
れ
て
い
た 

数
年
前
ま
で 

 

雑
草
の
勢
い
は
た
く
ま
し
い 

可
憐
な
花
を
つ
け
る
も
の 

重
な
り
合
っ
て 

横
に
広
が
ろ
う
と
す
る
も
の 

根
っ
こ
は
深
く 

絡
ん
だ
土
は 

な
か
な
か
振
り
払
え
な
い 

つ
い
声
を
か
け
て
し
ま
う 

〝
し
ぶ
と
い
ね
〜
〟 

こ
れ
ま
で
の
生
き
ざ
ま
に 

し
ぶ
と
さ
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か 

 

少
し
残
っ
て
い
る
庭
の
花
木
に 

つ
ぼ
み
が
つ
い
て
き
た 

バ
ラ
と
ア
イ
リ
ス 

 

                              

                              

憲法くんがいつまでも元気で長生き

できるようにと、松元ヒロさん 

 

月 日 曜 時 行　　　　事　　　　予　　　　定 会 　　　場

7 23 金・休日 13:00 雑花塾NEWアルバム「芯をはずすな」コンサート 白山市古城町・松任学習センター　プララ2階

25 日 13:30
映画 『タクシー運転手』 鑑賞会／戒厳令下の韓国光州市　民主化を求

める市民のデモを軍と警察の殺戮現場取材のドラマ
金沢市青草町・近江町いちば館４階

31 土 10:00 平和のための戦争展in加賀「原爆と人間」（7月31日～8月15日） 加賀市大聖寺地方町・加賀市中央図書館1階

1 日 14:00
いしかわ市民連合・政策提案シンポジウム／人間らしく生きられる社会

をー「いのち」を守る政治の実現を
金沢市武蔵町・ITビジネスプラザ武蔵5階

2 月 10:00
反核・平和おりづる市民の集い実行委員会　「平和のパネル展」

（8月2日～8月16日）
金沢市鞍月1丁目・石川県庁１９ 階展望ロビー

4 水 12:50 怒りの昼デモ 金沢市香林坊・いしかわ四高記念公園横入口

6 金 8:15 広島の日

２０２１年原水爆禁止世界大会　オンラインを交えて開催 広島市・長崎市

7 土 9:45
平和サークル・むぎわらぼうし／ベトナム・米軍散布枯葉剤の被害者　「ド

クさんとオンライン交流」
金沢市三社町・石川県女性センター３ 階

7 土 10:00 「原爆と人間」パネル展in白山 白山市殿町・市民工房「うるわし」1階

9 月 11:02 長崎の日

15 日 敗戦の日

18 水 12:50 怒りの昼デモ 金沢市香林坊・いしかわ四高記念公園横入口

11 土 13:30 石川のうたごえ交流会 白山市古城町・松任学習センター　プララホール

25 土 13:30
いしかわ県民教育文化センター30周年記念企画／松元ヒロ　ソロライブ

「憲法くん」　と　ミニ授業 「楽しくなければ学校じゃない」
金沢市三社町・石川県女性センター大ホール

26 日 14:00
核戦争を防止する石川医師の会／国連・核兵器廃絶デー記念企画

田上富久長崎市長（オンライン講演）

金沢市鞍月2丁目・石川県地場産業振興セン

ター新館5階（オンライン併催）

＊祝日は休日とします　　＊毎月15日石川県沖縄連帯デ― 12：00　

8

9

非核・平和の掲示板　

６日（金）～９日（月）

*会報「非核・いしかわ」サポート会員を募集中　　年会費 2,000円　　ゆうちょ銀行口座　00760－0－15689　　
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鳴
谷
山
（
１
５
９
６
ｍ
）
白
山
市 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

吉
沢 

京
子  

          

鳴
谷
山
（
な
る
た
に
や
ま
）
は
白
山
を
真

近
に
眺
め
ら
れ
、
お
花
が
多
い
こ
と
か
ら
人

気
の
山
で
す
。 

 

大
嵐
山
へ
の
百
合
谷
（
び
ゃ
っ
こ
た
ん
）

林
道
を
途
中
で
右
に
入
る
。
ガ
タ
ガ
タ
の
林

道
を
進
む
と
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。 

 

川
音
を
聞
き
な
が
ら
、
ぬ
か
る
ん
だ
水
芭

蕉
の
中
を
登
っ
て
い
く
と
、
尾
根
手
前
に
鎧

壁
（
よ
ろ
い
か
べ
）
と
い
わ
れ
る
岩
場
が
あ

り
、
そ
こ
を
過
ぎ
て
尾
根
に
出
る
と
砂
御
前

山
へ
の
分
岐
が
あ
り
、
こ
こ
は
廃
道
と
な
っ

た
青
柳
新
道
の
途
中
で
、
砂
御
前
山
へ
の
登

山
道
は
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
な
い
。 

 

も
う
少
し
行
く
と
、
大
杉
谷
林
道
か
ら
の

道
も
上
が
っ
て
き
て
い
る
は
ず
だ
が
、
こ
の

道
も
藪
の
よ
う
で
す
。 

 

見
事
な
サ
ン
カ
ン
ス
ギ
と
ブ
ナ
を
抜
け 

             

る
と
白
山
が
ド
ー
ン
と
。
感
動
的
で
す
。 

春
か
ら
水
芭
蕉
、
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ
、
イ
ワ

ウ
チ
ワ
、
イ
ワ
カ
ガ
ミ
、
ツ
バ
メ
オ
モ
ト
、

タ
ム
シ
バ
、
オ
ー
レ
ン
、
イ
ワ
ナ
シ
、
マ
イ

ヅ
ル
ソ
ウ
、
ゴ
ゼ
ン
タ
チ
バ
ナ
、
チ
ゴ
ユ
リ
、

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
、
ニ
ッ
コ
ウ
キ
ス
ゲ
、
カ
ラ
イ

ト
ソ
ウ
な
ど
な
ど
、
季
節
ご
と
に
沢
山
の
お

花
に
出
会
え
ま
す
。 

 

登
山
道
は
少
々
笹
が
う
る
さ
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。 

絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー 

 
 

金
沢
医
療
生
協
絵
手
紙
班 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

  

中
山 

清
子 

 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

 
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
が 

 

五
五
か
国
に 

 

七
月
九
日
、
イ
ン
ド
洋
の
島
国
セ
ー
シ

ェ
ル
が
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
書
を
国

連
に
寄
託
し
、
批
准
国
数
は
五
五
か
国
に

な
り
ま
し
た
。 

編
集
室
よ
り 

◎
最
新
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
を
見
て
愕

然
と
し
た
。
Ａ
Ｉ
が
戦
争
に
利
用
さ
れ
る

こ
と
で
、
一
九
世
紀
の
ダ
イ
ナ
マ
イ
ト
と

二
〇
世
紀
の
核
兵
器
を
凌
駕
す
る
軍
事
革

命
が
間
も
な
く
起
こ
ろ
う
と
し
て
い
る
と

い
う
。
人
間
の
判
断
を
介
さ
ず
、
自
動
で

目
標
物
を
感
知
し
て
攻
撃
す
る
自
爆
型
ド

ロ
ー
ン
な
ど
ロ
ボ
ッ
ト
兵
器
の
数
々
。
サ

イ
バ
ー
空
間
で
も
、
武
力
攻
撃
な
く
し
て

い
つ
の
間
に
か
相
手
の
国
家
機
能
を
無
力

化
し
て
支
配
下
に
置
く
「
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン

戦
争
」。こ
れ
ら
は
従
来
か
ら
の
戦
争
の
概

念
を
根
底
か
ら
覆
す
。
制
御
不
能
と
な
る

前
に
人
類
の
英
知
が
問
わ
れ
て
い
る
。（
中
） 

◎
コ
ラ
ム
で
「
谷
善
」
の
こ
と
を
書
か
せ 

て
い
た
だ
い
た
。
命
日
の
六
月
八
日
に
は 

 
 

 

生
家
跡
の
文
学
碑
前
で
偲
ぶ
集
い
を
行 

 

っ
て
い
る
が
、
昨
年
も
今
年
も
で
き
な
か 

 

っ
た
。
手
取
の
石
に
刻
ま
れ
た
立
派
な
文 

 

 

学
碑
は
有
志
の
手
で
大
切
に
管
理
さ
れ 

 

て
い
る
。
▼
約
一
八
年
、
非
核
石
川
の
会 

 

の
会
計
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
会
計
処 

 

理
は
「
溜
め
ず
、
そ
の
日
の
内
に
」
を
信 

 

条
に
し
て
き
た
。
完
璧
な
処
理
を
し
て
き 

 

た
自
負
が
あ
っ
た
が
、
今
引
き
継
ぎ
作
業 

 

の
中
で
、
転
記
ミ
ス
や
誤
字
等
が
指
摘
さ 

 

れ
て
い
る
。
謙
虚
に
生
き
る
こ
と
を
教
え 

ら
れ
て
い
る
。み
な
さ
ん
に
感
謝
。（
平
） 

 

鎧壁を行く 

頂上から白山方面 奥が白山 

９.２６国連核兵器廃絶デー 

核兵器禁止条約発効記念講演会 

講師  長崎市長 田上富久さん（オンライン講演） 

日時  9 月 26 日（日）14：00～16：00 

会場  石川県地場産業振興センター 新館 5 階 

    （パブリックビューイング会場＋ZOOM 参加） 

主催  核戦争を防止する石川医師の会 


